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研究成果の概要（和文）： 前持って準備をせず，タスクを行っている間に考える余裕を与えら

れないプレッシャーのある条件におけるスピーチを，流暢さ，正確さ，複雑さの観点から分析

した。また，スピーチの直後に，質問紙調査を実施し，言語的要因（語彙，文法など），認知的

要因（プランニング，モニタリング），情意的要因（自己効力感，不安）がスピーチにどのよう

に影響しているかについて調査を行った。その結果，前持って準備をせず，タスクを行ってい

る間に考える余裕を与えられないプレッシャーのある条件におけるスピーチでは，言語的要因

だけではなく，情意的要因，認知的要因がスピーチの流暢さ，正確さ，複雑さに影響を与えて

いることがわかった。 

 

 

研究成果の概要（英文）： This study investigates psychological factors that affect the 

accuracy, fluency, and complexity of unplanned speech in the L2 when performing under 

pressure. To address this problem, participants were requested to perform, under pressure, 

an unplanned story telling task based on four pictures. After completing the speaking 

task, the participants answered a questionnaire designed to assess psychological factors. 

Overall, the results showed that not only language proficiency but also psychological 

factors (e.g., positive attitude toward a task, language awareness) were related to the 

speech performance of L2 learners.  
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１．研究開始当初の背景 
(1)大学生がこれからの国際社会で担う役割
と現状の英語力  
 平成 17 年 9 月に文部科学省は「文部科学
省における国際戦略」を発表したが，そのな
かで，「世界大競争時代における我が国の国
際競争力の強化」をはかるために，国際社会
で活躍する人材を義務教育レベルから育成
することを提言している。また，「わが国の
ソフト・パワーの滋養」をはかるために日本
文化の発信と文化財国際協力の推進を強調
している。これは，海外の文化を理解し尊重
するという受容型の日本人にとどまらず，日
本の文化や情報を海外に発信でき，国際的に
活躍できる日本人を養成することを重要視
した提言であるといえる。大学の英語教育に
おいても，英語を理解する力だけではなく，
日本の文化や情報を海外に発信できる英語
力を養成することが必要であると思われる。 
 英語でメッセージを発信するには話す力
と書く力が必要であるが，日本の大学生は英
語の 4技能のなかでも話すことが苦手である
学生が多く，また学生自身もそのことを自覚
しており，大学の英語の授業により，特に話
す力を上達させたいと思っている学生が多
くいる（JACET 英語実態調査委員会, 2006）。 
 大学生の多くは，あらかじめ話す内容を準
備し，リハーサルをすることが可能であれば，
ある程度の正確さ，流暢さ，複雑さを伴った
スピーチやプレゼンテーションを行うこと
ができると繰り返し報告されている（Bygate, 
1999; Ellis, 2003, 2005; 尾関, 2004）。この
ことは，研究代表者と研究分担者がこの 6 年
間行ってきた学習ストラテジー指導を取り
入れた英語授業の指導法とその実践結果か
らも明らかになっている（学習ストラテジー
研究会, 2005, 2006）。しかしながら，話すこ
とをあらかじめ準備する時間がほとんど与
えられず，話している間にじっくりと考える
時間もない教室内での質問に対する返事や
会話などにおいては，学生たちは，単語のみ，
もしくはフレーズのみで答えることが多い。
さらには，自分の意見を述べたり，文章で物
事を解説したりする発信力は乏しいように
見受けられる。 
 
(2)スピーキング・タスクとプランニングに関
する先行研究の成果と限界 
 スピーキングに関する先行研究では，学習
者がタスクを行う前に行うプランニング
（pre-task planning）や学習者がタスクを行
っ て い る 最 中 に 行 う プ ラ ン ニ ン グ
(within-task planning)がスピーチ・プロダク

ションにどのように影響するかについて多くの
研究が行われている（e.g., Ellis, 2003, 2005; 
Nitta, 2005；Ortega, 1999, 2005; Skehan, 
1998）。 
 タスクを行う前のプランニングに関しては，
タ スク を繰 り返 しリ ハー サル する こと
(rehearsal)と，話す内容をどのように言語化す
ればよいのかを考えるプランニング（strategic 
planning）に分けられる。タスクをリハーサル
する機会を与えられた場合は，スピーキングの
正確さ，流暢さ，複雑さのすべてが向上する
（Bygate, 1999）。また，10 分程度，どのよう
に話せばいいのか，タスクを準備する時間が与
えられれば，スピーキングの正確さについては
明確な効果は見られないが，流暢さ，複雑さは
増すことが指摘されている (Crookes, 1998; 
Foster & Skehan, 1996; Yuan & Ellis, 2005)。 
 また，タスクを行っている最中のプランニン
グに関しては，通常，話しながら何を言うかを
考える時間がある場合と，考える時間がない場
合の 2 つに大きく分けられる。タスクを行って
いる間に，何を言うかを考える十分な時間が与
えられるプレッシャーが少ないタスクでは，ス
ピーキングの流暢さは向上しないが，複雑さと
正確さが増すことが明らかになっている（Ellis, 
1998; Yuan & Ellis, 2003）。   

一方，タスクを行っている間に，何を言うか
について考える十分な時間が与えられない，プ
レッャーがかかるタスクについては，今のとこ
ろプレッシャーの少ないタスクとの比較で，い
くらか研究対象となっているが，このようなタ
スクの質を向上させるために，どのような指導
を行なえば良いのかという問題に関しては，ほ
とんど報告されていない。 
 
２．研究の目的 
 先行研究により，リハーサルをしたり，タス
クを行う前に 10 分程度のプランニングの時間
を与えたり，タスクを行っている最中に十分な
時間を与えると，スピーチ・プロダクションの
言語の「正確さ」，「流暢さ」，「複雑さ」になん
らかの効果があることは実証されている。しか
し，このような研究結果は，会話や教室内での
質疑応答などの，あらかじめ何を話すのかを考
えるプランニングの時間があまりなく，プレッ
シャーがかかる状況下でのスピーキングをい
かに向上させるかについては，有益な示唆を提
供していない。 
 大学生が教室内での質問に，ある程度の長さ
のある文章で答えたり，説明したりする能力に
劣るのは，現在のところ，単に十分な英語力が
身についていないためであると言われている。
第二言語習得理論に基づき，学習者のレベルを

 



 

考慮したインプットを大量に与え，インタラ
クションの機会を多くすれば，学習者の第二
言語習得は促進するという理論（e. g., Long, 
1983; Pica & Doughty, 1985）は妥当であろ
うと言われている。しかし，大学の限られた
英語の授業時間で学習者の発信力の養成に
目標を絞った場合，どのような状況で，どの
ようなインプットをどの程度与え，アウトプ
ットを引き出せば，発信力を養成することが
できるのかは明らかにされていない。そこで，
本研究では，次の 3 点について調査を行った 
 

① 話す前にプランニングをする時間が
あまりなく，話している間に何を話そ
うか考える余裕がないプレッシャー
のかかる状況下での会話や質疑応答
において，文レベル以上の発話ができ，
なおかつ物事を解説できるようなス
ピーキング力を養成するには，具体的
にどのような言語材料や要素が必要
であるのかを明らかにする。 

② 学生たちは，発話をするときに，どの
ような学習ストラテジーを使ってい
るのか，その使い方や種類を明らかに
する。また，発話に有効な学習ストラ
テジーを明らかにする。 

③ 動機づけをはじめとする情意的要因
がどのように発話に影響するのかを
明らかにする。  

 
最後に，上記の結果を踏まえて，どのような
授業をすれば，学生の発信力を養成できるの
かについて検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)調査１ 
目的：言語的，認知的，情意的要因が，プラ
ンニングがなく，なおかつ考える余裕がない
状況における発話に与える影響を調査する。 
被験者： 研究責任者の勤務校の大学生 15 人 
調査方法：インタビュー 
スピーキング・タスク：制限時間の 5分以内
に 4枚の絵を見て物語を作る(Heaton, 1975)。 
 あらかじめ十分な準備をする時間がなく
（1分間のみ絵を見る時間が許される），なお
かつスピーキングを行っている間に何を言
うかを考える時間を与えられない，プレッシ
ャーのかかる状況下においてタスクを行っ
た（Ellis & Yuan, 2005）。学生たちの発話
を録音し，大学院生のアルバイト（5名）に
協力を依頼し，文字化した。このデータは，
AS-unit で分析し，発話の長さを測った。 
 また，タスクを行った直後に，被験者 15
人にインタビューを実施した。質問内容は，
大きく分けると，言語に関する質問，認知に
関する質問，情意に関する質問の 3分野にわ
たった。例えば，言語に関する質問では，ス
ピーキングができなかった理由は，語彙不足

によるのか，言語構造を知らなかったためか，
もしくは，そのトピックの背景知識が不足して
いたためかを調査した。認知に関する質問では，
主にメタ認知ストラテジー，認知ストラテジー
を中心にどのようなストラテジーを，タスクを
行うために使用したのかを尋ねた。また，情意
に関する質問では，学生がどのような動機づけ
や自己効力感をどの程度もっていたかを調査し
た。 
 
(2)調査２  
調査 1のインタビュー結果をもとに，スピー

キングを困難にしている言語的，認知的，情意
的要因を調査する質問紙を作成する。 
目的：調査１の結果を生かした質問紙を作成し，
言語的，認知的，情意的要因が，プランニング
がなく，なおかつ考える余裕がない状況におけ
る発話に与える影響を調査する。 
被験者：社会系，人文系，理科系専攻の学生各
100 人，計 300 人 
調査方法：質問紙 
 質問紙の質問のうち，言語的な質問項目につ
いては研究分担者の大和，認知的な質問項目に
ついては研究代表者の尾関，情意的な項目につ
いては研究分担者の廣森が中心となり作成した。
研究チームメンバーはそれぞれの分野で専門知
識があるので，妥当性と信頼性がある質問紙を
完成させることができると考えた。 
 
(3)調査３ 
目的：調査 2で完成した質問紙を使い，言語的，
認知的，情意的要因が，プランニングがなく，
なおかつ考える余裕がない状況における発話に
与える影響を調査する。 
被験者：経営学専攻の大学生 33 名 
調査方法：調査１と同じように制限時間の 5分
以内に 4枚の絵を見て物語を作るタスクを使用
した(Heaton, 1975)。あらかじめ十分な準備を
する時間がなく，なおかつスピーキングを行っ
ている間に何を言うかを考える時間を与えられ
ない，プレッシャーのかかる状況下においてタ
スクを行った（Ellis & Yuan, 2005）。学生たち
の発話を録音し，文字化した。また，タスクを
行った直後に，被験者全員に，調査２で完成し
た質問紙を使い調査を行った。 
分析方法：文字化されたデータを使い，発話の
正確さ，流暢さ，複雑さを調査した。正確さを
測る指標として，スピーチのワード総数に対す
るエラーの割合，AS-unit の総数に対するエラー
の割合，の 2つの指標を使った。流暢さを調べ
るためには，1分間に発せられたシラブルの数，
1秒以上の沈黙がワード総数に占める割合，の 2
つの指標を使用した。また，複雑さを測るため
に，AS-unit に占める句の割合，スピーチに使わ
れた異なる動詞の形の合計数，の 2つの指標を
使用した。 
 また，質問紙調査から明らかになった，スピ
ーチに影響を与えていると思われる 5つの心理

 



 

学的要因（①不安，②タスクに対する肯定的
な態度，③自己効力感，④自己監視，⑤言語
認識）とスピーチの正確さ，流暢さ，複雑さ，
また，外部英語能力試験で測った言語習熟度
との関係を調査した。 
 
(4)まとめ 
調査１，調査２，調査３を通して，スピーキ
ング力が不足しているのは，言語的な要素で
ある「語彙不足」，「言語構造の知識不足」，「ト
ピックについての知識不足」などが原因であ
ると学生は考えているのか，認知的な要素で
ある「プランニング」，「問題解決力」，「モニ
タリング」などが不足しているのか，もしく
は，このタスクに対する動機づけが低いこと
が原因なのかがわかることになる。 
 
４．研究成果 

調査１，調査２，調査３から以下のことが
明らかになった。 

 
① 学習者がタスクに対する肯定的な態度を
持っているとスピーチの正確さが増した。 
② 言語習熟度が高い学習者は，スピーチの正
確さが増した。 
③ 言語に困難さを感じている学習者は，スピ
ーチの正確さが増した。おそらく，言語に困
難さを感じている学生はタスクに対して慎
重さが増すからだと思われる。 
④ 言語に困難さを感じている学習者は，スピ
ーチの流暢さが減少した。 
⑤ 言語習熟度が高い学習者は，スピーチの複
雑さが増した。 
⑥ 学習者がタスクに対する肯定的な態度を
持っているとスピーチの複雑さが減少した。
おそらく，あまりにもタスクに夢中になり，
より複雑な文章を作ることに注意が向かな
かったからだと思われる。 
 
 以上のことから，言語習熟度のみがスピー
チの正確さ，流暢さ，複雑さに影響を与えて
いるのではなく，他の心理的要因もスピーチ
に影響を与えていることがわかった。 
 
今後の研究課題 

母語話者のためのスピーチ・プロダクショ
ンモデルでは，心理学的要素は排除されて考
えられているが，本研究により，スピーチに
は，言語的要素だけでなく，心理学的要素が
影響を与えていることがわかった。この研究
をもとに外国語学習者のためのスピーチ・プ
ロダクションモデルを開発したい。 
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